
●留保地の年表
昭和14年 陸軍省が陸軍燃料廠を設置

昭和20年 米軍による接収

昭和50年 米軍通信施設を除き返還

昭和51年 国の審議会で跡地の三分割案が提示

平成元年 国により留保地への研究機関の移転

方針が決定

平成15年 国の審議会で留保地の「原則利用、

計画的有効活用」の指針提示

平成20年 市で留保地を三分割し、利用する
利用計画策定

平成24年 国の研究機関の移転の中止により

利用計画の見直しの必要が生じる

平成28年 基本方針策定

平成29年 利用計画素案策定

府中基地跡地留保地の位置

写真

米軍府中基地の当時の様子

写真

陸軍燃料廠の当時の様子

●留保地の沿革

府中基地跡地全体の利用については、昭和５６年に、「国の利用」、

「地元自治体の利用」、「当分の間、留保」の３つに分けるとの考えが

国から示されました。それを受け、「国の利用」として航空自衛隊府中

基地、「地元自治体の利用」として府中の森公園、生涯学習センター、

府中の森市民聖苑等が開設されました。

写真

現存するパラボラアンテナ

留保地については、その後も留保し

ていくという考えのもと、国によっ

て管理されてきました。

しかし、平成１５年に国の方針転

換があり、留保地の取扱いが、「原

則利用、計画的有効活用」へと変わ

りました。それを受け、国立医薬品

食品衛生研究所及び国家公務員宿舎

等で留保地を利用することとして、

利用計画（平成20年）を作りました。

しかし、それらの国の施設を作る

予定が中止となったため、あらため

て留保地の利用を考えています。

●府中基地跡地留保地とは
府中基地跡地留保地とは、浅間町一丁目にある、国が所有している土

地です。この留保地は、かつて米軍基地の一部として使われていました。

米軍基地の大部分は昭和50年に返還され、現在はそのほとんどの部分が

利用されています。そのうち、約15.5ha（東京ドーム約3.5個分）が

「留保地」として、現在も使われていない状態となっています。

市では、平成31年度を目標として、留保地の利用を決めるために利用計

画を作る準備を進めています。平成27年度に「留保地の活用に向けた基本

的な考え方」となる基本方針を定め、平成28年度には「利用計画を作るた

めに必要な基礎資料」となる利用計画素案を作りました。

平成29年度からは、様々な広い視点から留保地の利用を考えるために、

協議会を設置して検討を進めています。

●検討のスケジュール
平成27年度に策定した「基本方針」と平成28年度に策定した「利用計画素案」を踏まえ、平成31年度を目標に利用計画の

策定を進めています。平成29年度から、市長の附属機関である「府中市基地跡地留保地利用計画検討協議会」を設置し、

検討を進めています。

府中基地跡地留保地利用計画検討
府中基地跡地留保地
活用基本方針策定

府中基地跡地留保地
利用計画素案策定

平成２９年度 平成３０年度平成２７年度 平成２８年度 平成３1年度



＜お問い合わせ先＞府中市 政策総務部 政策課
TEL：042-335-4425  

●検討協議会を進めています
学識経験者・関係団体・公募市民などから構成された、「府中基地跡地留保地利用計画検討協議会」において、

利用計画策定に向けた検討を行っています。

現在までに３回の会議が開催されており、会議の内容は、市政情報公開室、中央図書館、白糸台図書館、西府図書

館、ホームページで順次公開しています。

第3回 土地利用の事例とそれらの類型と機能についての検討

諮問書伝達の様子

市から検討協議会へ、「府中基地

跡地留保地利用計画の策定に関する

事項」について、協議及び答申いた

だくこととして諮問しました。

また、これまでの留保地の沿革の

共有、今後の検討体制の確認を行な

いました。

第1回 府中基地跡地留保地の沿革・協議会の検討体制の説明

 

利用計画策定の検討体制

(1) 行政運営上の課題 分類 

ア 近年の景気回復傾向を受け市税は増加傾向にあるが、今後

の景気動向が不透明な中で税制改正による影響なども考

慮されることから、増収は見込めない状況 

経済力の向上 

魅力の創出 

イ 保育所需要や高齢者人口の増加などに伴い、扶助費をはじ

めとした社会保障関係経費のさらなる増加が予想される 

少子高齢化の

対策 

ウ 今後、老朽化が進む施設の大規模修繕や更新にかかる費用

増大の懸念や、防災・減災対策や環境施策などの時代の要

請に応じた施策も求められており、引き続き予断を許さな

い財政状況が続くことが想定される 

経済力の向上 

魅力の創出 

多種多様な市民

ニーズへの対応 

(2) 地理的課題  

ア 周辺地域（調布、立川等）活性化における都市間競争の進展 魅力の創出 

イ 地価の下落（中心市街地活性化基本計画） 魅力の創出 

ウ 京王線の乗降客数の減少（中心市街地活性化基本計画） 魅力の創出 

エ けやき並木通りの歩行者交通量が減少→回遊性の創出（中

心市街地活性化基本計画） 

魅力の創出 

(３) 施設的課題  

ア 公共施設の老朽化 

（第 6次総合計画、公共施設等総合管理計画） 

多種多様な市民

ニーズへの対応 

イ 年間販売額の減少、後継者不足、ニーズ変化、空き店舗増

加・商業用地減少→経済活力の向上 

（中心市街地活性化基本計画） 

経済力の向上 

(4) 社会的課題  

ア 老年人口数の急増（府中市人口ビジョン） 少子高齢化の

対策 

イ 次世代、新規住民への歴史・文化の発信・継承 市民交流の促進  

ウ 保育所などの待機児童への早急な対応（第 6次総合計画） 少子高齢化の

対策 

エ 農業従事者の減少（都市計画マスタープラン） 魅力の創出 

 

府中市の課題土地利用における視点

第2回 府中市及び留保地における優位性と課題、土地利用における視点の整理

府中市と留保地における、優位性と課題を把握しました。優位性を把握す

ることで、必要な機能を検討する上での視野を広げました。また、市におけ

る課題を把握することで、留保地の利用により解決すべき事項を捉えました。

一方、留保地の利用において留意すべき事項を、事前に把握しました。

これらの課題から、土地利用に必要な視点について議論しました。

他の類似の土地利用事例を分析し、今後の検討に必要な考えを抽出しました。分析は、2つの軸からなる「土地利

用類型」や、5つの観点からなる「レーダーチャート」で分析することにより、どのような目的で、どのような分野の

組み合せの土地利用がなされているかを把握しました。

土地類型検討に係る軸と領域 レーダーチャート

これまでの概要

魅力の創出

多種多様なニーズへの対応

経済力の向上

少子高齢化の対策

市民交流の促進

地域の活力創出

多様な交流の促進

留保地の活用により
期待される市の効果 留保地の土地利用における視点

留保地活用に関する留意点

基本方針における基本理念： 将来を見据え、市民にとって最適な留保地の活用を目指す

市の優位性

(1)地理的優位性（多様な都市機能の集積、交通利便性等）

(2)施設的優位性（歴史文化資源、公共公益機能の集積等）

(3)社会的優位性（短中期の人口増加、学生人口の存在等）

留保地の優位性

• 都内の都市部における、大規模な敷地

• 周辺に文化施設や公園が多数立地 等

市の課題
(1)行政運営上の課題（社会保障関係経費の増加等）
(2)地理的課題（都市間競争の進展、地価の下落等）
(3)施設的課題（公共施設老朽化、空き店舗増加等）
(4)社会的課題（長期的には人口減少、高齢化等）

留保地の課題

(1)地理的課題（環境形成の誘導、土壌汚染への対策等）

(2)施設的課題（主要なアクセス路確保、上下水道等）
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Ｄ
生活支援拠点と
しての魅力を創
出し、広域的な
魅力を高める

調布基地跡地の事例


